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【本領域の目的】 

本領域では「多元計算解剖学」の確立を目指す。

多元計算解剖学とは、(1) 細胞レベルから臓器レ

ベルまでの空間軸、(2) 胎児から死亡時までの時

間軸、(3) 撮像モダリティ、生理、代謝などの機

能軸、(4) 正常から疾患までの病理軸といった

種々の軸にまたがる医用画像情報に基づき、「生き

た人体の総合理解」のための数理的解析基盤を確

立し、早期発見や治療困難な疾患に対する高度に

知能化された診断治療法実現のための数理的諸手

法を開拓する新領域である。従来の形状だけの静

的な計算解剖モデルではなく、生きた人体を対象

とする多元情報から構築される動的な計算解剖モ

デル（多元計算解剖モデル）を取り扱うための数

理統計的手法を開拓する。本領域は、画像工学、

計測工学、データ工学、材料工学、応用数学、物

理学、機械工学、生体医工学、医学など広範な学

問から構成される新しい学術領域である。 
 

【本領域の内容】 

新学術領域「多元計算解剖学」を開拓するため、

(1) 「生きた人体の総合理解」のための数理的解

析基盤の確立、(2) 高度知能化診断治療システム

実現のための数理的諸手法の研究、(3)多元計算解

剖学の展開の３つの研究項目を設定する。これら

３項目の有機的連携を図るために、総括班を中心

に数理支援、融合支援、データベース構築支援、

臨床支援のワーキンググループを設ける。多元計

算解剖学の潜在的可能性は数理科学、情報科学、

工学から医学に至るまで多岐にわたり、計画研究

の取組とは異なる斬新な切り口の研究提案を公募

研究として採用する。確実な連携体制の構築のた

め、腫瘍診断治療、臓器機能診断治療、知能化手 
 

 

術ロボット実現などの臨床・医工学展開を具体的

研究課題として設定する。これらの課題設定は基

礎基盤の体系化の指針を与えうると考えており、

領域全体が一体となって研究を遂行する体制を領

域代表の下に整える。また、理論構築と数理的基

礎の基盤構築に力点をおき、新学術領域としての

裾野を広げるため、若手人材の育成に横断的に取

り組む。 
 

【期待される成果と意義】 

本領域が目指す「多元計算解剖学」では、種々

の軸にまたがる医用画像情報に基づき、「生きた人

体の総合理解」のための新たな数理的解析基盤が

確立される。ここでの研究成果は、多元的かつ膨

大な画像情報を扱う、情報学、数理科学、あるい

は、生体医工学など関連学術分野へも大きく波及

すると考える。 
 さらに本領域では、早期発見や治療困難な疾患

に対する高度に知能化された診断治療法実現のた

めの数理的手法とそれを利用した応用システムが

実現される。これらは、臨床分野での診断治療に

関する諸問題を解決することにつながる。「人類の

健康」という普遍的な目的達成へつながる学術領

域である。 
 

【キーワード】 

多元計算解剖モデル：空間、時間、機能、病理

の４つの軸にまたがる医用画像に基づいて、コン

ピュータ上に構築される多元的な解剖モデル 
 

【研究期間と研究経費】 

 平成 26 年度－30 年度 
 1,048,900 千円 

 
【ホームページ等】 

 http://www.tagen-compana.org 


